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金子卓（岩崎２７２-４） 堀江鶴治（大岩２３）

D（５２）２４２２ D（５６）３０３０

待望の予約制乗合タクシーの試
行運行（実証運行）が御前山地域
を対象に１０月１日から開始され
ました。

（１０月は９２件の利用）
予約制乗合タクシー（デマンド

型交通システム）は、利用手順に
さえ慣れれば満足度が高いサービ
スであり、ていねいな説明会など
認知度向上策の実施がこの事業を
早期に成功させる重要なポイント
となっていると言われています。
金子・堀江両議員は１０月１９

日、利用者が伸びていない「乗合
タクシーの試行運行」についての
要望を市長に申入れました。
乗合タクシーを利用するには、

３０００円で（チケット１０枚綴
り・中学生以上）を買わなければ
ならないことから利用をためらっ
ている人に、実際に乗ってみて利
便性を理解してもらうために「無
料試乗券」をとどけることなど、
具体的に要望しました。

①市民への周知活動は広報紙等
でのお知らせのみでは不十分。乗
合タクシーの利用者は高齢者が多
く、利用方法や利便性を、区単位
や高齢者クラブ単位などできめ細
かく説明すること。
②無料での試乗会や予約センター
の見学会を積極的におこなうこと。
③大宮地域への利用先の制限を
なくすこと。少なくても商店・商
業施設への利用はできるようにす
ること。

回（今後、見直されることがあり
ます）の接種が必要で、料金は全
国一律で１回目３６００円、２回
目２５５０円です。
ワクチン接種料金は病院で全額

支払い、その後「領収書」等を
「かがやき」または各総合支所市
民福祉課に持参して公費助成の申
請をします。（詳しくは「かがや

き」

A（５４）７１２１まで）
日本共産党の金子・堀江両議員

は１０月１９日、新型インフルエ
ンザについて

①ワクチン接種に
ついて市民に周知する。市独自の
接種助成制度をつくる

②市内の
発生状況を速やかに市民に知らせ
る等、感染の広がりを抑え必要な
治療がおこなえるよう、考えられ
る限りの対策をつくすことを市長
に申し入れています。
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④利用運賃３００円の引き下げ
を検討すること。
⑤チケット綴り１セット３００
０円は高負担感がある。実証運行
期間中はもっと手軽に利用できる
方法を工夫すること。

また、全市を対象にした運行に
ついて「運行開始時期を明確にし、
市民に広報等で利用方法や利便性
をきめ細かく説明するとともに、
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民主党中心の政権に対して「良
いものには協力。悪いものには断
固反対。問題点はただす」という
『建設的野党』として、新しい国
会で仕事ができることにわくわく
しています。（塩川鉄也衆院議員）

■総選挙の結果

常陸大宮市 １１０１票
日本共産党は、比例代

表選挙で得票数を２万票
余を増やして９議席を獲
得、現有議席を確保する
ことができました。

■知事選の結果

間宮たか子 ２３８７票

市長に申入れをする金子・堀江両議員（１０月１９日）
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新型インフルエンザワクチン接
種への公費助成が常陸大宮市でも
決まりました。
１歳から中学３年生までの子ど

も、妊婦、１歳未満児の保護者の
１回目の接種に２０００円を助成
します。（市民税非課税世帯・生
活保護世帯の方は全額助成）
ワクチンは、基本的には１人２
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高齢者クラブ等、利用者が多い団
体などへの説明会をおこなうこと」
を申入れました。

１
２
月
７
日
か
ら

第
４
回
定
例

議
会

第
４
回
定
例
議
会
は
１
２
月
７
日

か
ら
２
２
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

請
願
・
陳
情
は
１
１
月
３
０
日
ま

で
に
。
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。



２００９年１１月 日本共産党・常陸大宮市議会報告 第１２号

霞ヶ浦の富栄養価が進み、
※浄化

に逆行すること」「導水事業によ
る新規の用水開発を中止しても、
なお茨城の水は余ること」等を指
摘。「大宮地域の上水道の大切な
水源を切り捨ててまで霞ヶ浦の水
を使う必要など絶対にありません」
と霞ヶ浦導水事業推進の考えの再
考を求めました。

しかし、市長の答弁は「本事業

しいエコ農業にとりくみます。定
年帰農者に対し講座を開催し、就
農者の確保をはかっていく、農業
・農村・農産物の情報発信をし、
農村の活性化、産地の育成をはかっ
ていきます」などと答弁するにと
どまりました。
バイオマスタウン構想の実施の

時期について質問したのに対し、
「平成２２年度に予算化し、推進
をはかっていきます」と答えまし
た。

日本共産党の金子議員は、９月
定例議会の一般質問で、「霞ヶ浦
導水事業」とその影響を受ける大
宮地域の上水道の問題を質問しま
した。金子議員は「『霞ヶ浦導水差し
止め裁判』の提訴に、那珂川・涸
沼に漁業権をもつすべての漁協が
立ち上がった重みを私たちはしっ
かり受け止めるべき」とのべ、
「霞ヶ浦への大量の送水により那
珂川の水量が減少し、アユやサケ
やシジミの漁獲が減少し、また霞ヶ
浦からの水で那珂川が汚染される
こと」「那珂川からの送水により

世界中からなくし、平和な社会を
子孫に残したいということはみん
なの願いです。オバマ大統領が今
年４月にプラハで演説、核兵器の
ない世界をめざすことを訴えたこ
とは平和を望む世界の人々を大き
く励ましています」とのべ、核兵
器廃絶について市長の考えを質問
しました。
そのうえで、堀江議員は「当市

では『核兵器廃絶平和都市宣言』
の議決をおこなっていますが、そ
の趣旨をアピールしていくことが
弱かったのではないでしょうか」
と具体的な問題を質問しました。
市長は「核兵器廃絶平和都市宣

言のモニュメントは、この定例議
会が終わりしだい検討を開始した
い考えています」と答えました。

農業従事者の高齢化が進み、こ
のままでいけば地域の農業が破壊
されかねない深刻な状況が進む中、
日本共産党の堀江議員は、前議会
に引き続いて農業を守るための施
策の強化を求めました。
堀江議員は「農業を振興させて

いくうえで日本共産党が昨年３月
に発表した『

※農業再生プラン』
の方向に農政の転換をはかってこ
そ、地域農業の発展あるのではな
いでしょうか」と質問したのに対
し、経済建設部長は「環境にやさ

第３回定例議会（９月議会）は
９月１日に開会し１８日閉会しま
した。今議会は昨年度の決算が審
議されました。日本共産党議員団
は、一般会計、国保特別会計、農
業集落排水事業特別会計、介護保
険特別会計、後期高齢者医療特別
会計、上水道事業会計の決算に反
対しました。
請願・陳情では、「御前山小学

校の交通安全設備充実に関する請
願」「山方公民館舟生分館増築に
関する陳情書」は全会一致で採択

されましたが、「子どもの医療費
無料化を求める請願」（新日本婦
人の会・木村重子ほか７４０人、
紹介議員は堀江鶴治・金子卓議員）
は継続審査になりました。
また、前議会で継続審査となり、
議会初日に全会一致で採択された
「介護型療養病床廃止中止を求め
る意見書採択を求める陳情」は最
終日に意見書提出の議案が議決さ
れ、内閣総理大臣と
厚生労働大臣あてに
提出されました。

堀江鶴治議員

金子議員は前議会の答弁で「デ
マンド交通システムは商店街活性
化の手段として効果があると言わ

※電話申込みは、金子・堀江両議員まで

連絡先 ケータイ

金子議員

０９０-１９９４-７６９６

堀江議員

０９０-４８２４-０７９７

の必要性をふまえ、国の直轄事業
として要望し推進してきました」
「本市にとって重要な事業である
ので円滑な事業の推進を望んでい
ます」と従来の立場を繰り返しま
した。金子議員はまた、大宮地域の上
水道事業について「霞ヶ浦導水事
業完成時の県中央広域水道からの
水道水の供給を前提にシフトしよ
うとしていることに危惧を感じて
いる」とのべ、市内の自己水源か

れているので、本格運行にあたっ
てはこうした点も勘案して検討し
たい」と答弁したことを取りあげ、
中心商店街の活性化の手段として
どのように検討されているか質問。
そして、乗合タクシーの予約セン
ターの場所について、「大宮地域
に集中するのだから、その場所に
予約センターを置くべきと考えま
す」のべました。
総務部長の答弁は「本市は面積

が広いので、市の中心部に設置し
た方がいいという判断です。合わ
せて既存の施設
の有効活用も考
慮しました」と
いうことでした。

来年５月に国連でおこなわれる
核不拡散条約（ＮＰＴ）再検討会
議にむけて、国際的な署名運動が
おこなわれています。
堀江議員は「核兵器と核戦争を

ら割高な県中央広域水道水への転
換は考えるべきではありません」
と市の考えをただしました。

金子卓議員

※茨大の高村名誉教授

は「那珂川の水は霞ヶ

浦の水と比べて全窒素

が１．６倍、アオコ増殖の

栄養素である硝酸態窒

素は６倍と高く、那珂

川からの導水で霞ヶ浦

の富栄養価がさらに促

進し、水質を悪化させ

る」と指摘しています。

※「農業再生プラン」の４つの骨子

①持続可能な農業経営の実現めざし

価格保障、所得補償制度を充実させ

る ②家族経営を維持するとともに、

大規模経営を含む担い手育成で農地

を保全する ③関税など国境措置を

維持強化し、食料生産を保障する貿

易ルールを追求する ④農業者と消

費者の共同を広げて、食の安全と地

域農業の再生をめざす
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